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ふれあいポスター展に寄せて
第 1 5 回

新型コロナウイルス感染症による社会的制約が緩和されて2年目となる令和6年秋、当院の

名物行事である「第15回ふれあいポスター展」を開催しました。約半年前に竣工した南棟を披

露する場となった｢オープンホスピタル｣も昨年に続いて開催し、より多くの市民の皆様にポス

ター展をご覧いただけたことと思います。このポスター展は、広島県西部最大の地域拠点急性

期病院である当院で普段行われている医療・看護・福祉などに関する活動実績や研究成果を、

市民の皆様にわかりやすくご紹介することで疾患の予防・早期受診・適切な治療に貢献し、ま

た当院が地域に不可欠な存在として認知され親近感を高めていただくことに意義があります。

今回は、医局部門 13、看護部門 20、コメディカル部門 9、チーム活動他部門 3の計45作品

がエントリーされました。コロナ禍での制限が緩和されてポスター制作の自由度が上がり様々

な工夫が施され、市民の皆様にとっていっそう有益な内容になっていました。今回のポスター

展の採点に携わった審査員の皆さんも点数の差を付けるのに大変苦労されたことと思います。

そのような中で厳正に審査した結果、「○○すると、○○食べると、がんになるってほん

ま？？」を制作した外来化学療法室が2年連続で最優秀賞に選出される快挙を成し遂げました。

黒の背景に鮮やかな赤の文字や大きなオブジェを配するレイアウトは、多くの人々を立ち止ま

らせる迫力がありました。内容に関しても、一般の人々も持っている「あるあるの疑問」で構

成されており、思わずめくって答えを知りたくなりました。素晴らしい才能や感性をもったス

タッフの揃った外来化学療法室が、これからも病院の内外でさらなる活躍を見せてくれること

を大いに期待しております。

その他、優秀賞として呼吸器外科・地域救命救急センター外来・糖尿病センター糖尿病療

養相談室・臨床研究検査科・ICT感染防止対策室の5作品が選ばれました。どれも甲乙付け難

い力作であり、作品を実際に目にすることができなかった皆様は是非この冊子でご覧いただき、

次年度のポスター展受賞をめざすヒントになれば幸いです。

さて、当院は南棟の運用開始によって急性期医療の拠点病院としての機能がバージョン

アップしました。これから既存棟の改修が続きますが、ハード面の強化以上に地域の皆様の期

待に応えられるようソフト面の充実が重要だと思います。ポスター展の修飾語となっている

「ふれあい」の精神を大切に、地域の皆様に｢より選ばれる病院｣となるよう持続的な広報活動

にも力を入れていきましょう。皆様の多大なご協力により、待望の病院本も完成間近となりま

した。この紙面を借りまして、ご協力いただきました皆様に御礼を申し上げます。

末尾になりますが、日常業務等で多忙な中、ポスター展の作品制作や開催にご尽力いただ

きました全ての関係者の皆様に深い敬意と感謝の意を表します。

皆様、本当にお疲れ様でした。

令和 7 年 1 月 吉日
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ポ ス タ ー 展 表 彰 作 品

◇ 最 優 秀 賞 ◇

作品名部 署

○○すると、○○食べると、がんになるってほんま？？外 来 化 学 療 法 室

◇ 優 秀 賞 ◇

作品名部 署部 門

肺がんの手術ってどんな手術？呼吸器外科医 局

ヘリポートについて地域救命救急センター外来

看 護
指に針を刺さなくても血糖値が測れるって本当？
持続血糖測定器(CGM)って何？

糖尿病センター
糖尿病療養相談室

ようこそ検査室ワールドへ Part14
～あなたの肝臓は大丈夫？？～

臨床研究検査科コ メ デ ィ カ ル

感染対策キャンプ場！ICT・感染防止対策室チ ー ム 活 動 他

ヘリポートについて地域救命救急センター外来住 民 投 票

◇ ラ ッ キ ー 賞 ◇

作品名部 署

新・血管造影室中 央 検 査 処 置 室

★応募総数：45作品
（医局部門13作品、看護部門20作品、コメディカル部門9作品、チーム活動他部門3作品 ）

★展示期間：10月28日（月）～12月20日（金）

★住民投票：11月17日（日）オープンホスピタル来場者329名（683票）

★表 彰：12月13日（金）創立記念パーティー

最優
秀賞

優秀賞優秀賞優秀賞

ラッキー
賞

ラッキー
賞

ラッキー
賞
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子供から大人まで！？
尿路感染について知ろう

南５階病棟

3

南5階病棟には小児科もあり幅広い年齢層の患者様が入院されていますが、尿路感染症は子供から大人まで

誰でもなり得る病気のため、皆様に知っていただきたいと思い作成させていただきました。



リハビリテーション科が伝えたい『アレ』の話

リハビリテーション科

4

幸せホルモンについて解説しました。｢自分を大切にすることが最も重要である」というメッセージが伝

わっていればうれしく思います。写真の加工はこだわりポイントです。



装置の見ためは同じ、何が違うん？

放射線科

5

CT・MRI装置の画像の特徴を見比べて欲しかったのですが、納得のいく表現はできませんでした。CT画

像で穴子の小骨、MRI画像でトロの脂身感を充分に出せなかったのが残念でした。



くも膜下出血とは

東5階病棟

6

色々な人に興味をもってもらえるように文字よりもイラストを多くし、わかりやすい言葉を用いるように

工夫しました。同期で協力して取り組めてよかったです。



どうして手術前に禁煙するの？
～周術期における喫煙の影響～

手術室

7

全身麻酔で手術を受ける際の、禁煙の必要性について知ってもらうために今回のポスターを作成しました。

ポスターを作成する上で、専門用語を使わずに患者さんにわかりやすいように説明文を考えることが大変

でした。



23年ぶりに放射線治療機器が
新しくなりました！！

放射線治療科

8

23年ぶりに放射線治療機器が更新されたことにより、旧機種では困難であった高線量率での放射線治療や

腫瘍照合での位置合わせが可能となりました。今後とも放射線治療科をよろしくお願いいたします。



臨床工学技士と人工心肺

臨床工学科

9

臨床工学科では人工心肺をテーマにしました。人工心肺は臨床工学技士の花形ですが、少しのミスで生命

に関わるとても難しい業務です。今回のポスターではこの人工心肺を少しでも知っていただければと思い

作成しました。



細胞の世界へようこそ！

病理研究検査科

10

細胞診検査は顕微鏡を覗いて、細胞を観察しています。どんな生き物でも小さな細胞からできていること

や私達がどんな細胞を観察しているかを知ってもらいたいと思い制作しました。



ジェネリックシェアを広げられるのか？
～先発一筋党とジェネリック推進党の公開討論～

薬剤部

11

ポスターを通じて、昨今話題になっているジェネリック医薬品と先発医薬品との違いを他職種や市民の皆

様に知っていただきたかったです。私たち自身も知識面だけではなく見せ方の工夫等も深められ、良い学

びの機会となりました。



フットケア
～大切な足を守るために～

東7階病棟

12

入社３年目の看護師でフットケアの大切さを知ってもらいたい思いで作成しました。



内科外来患者さん、
初診受付の流れを知ってますか？

内科外来

13

初診患者様から受診日に関する問い合わせがあり、いつ受診できるのかと心配されておられるのだなと感

じていました。受診方法を患者様に知っていただき、スムーズに受診ができるようにしたいと思い作成し

ました。



14

転倒予防

臨床研修科

高齢者の転倒による骨折での入院は救急外来でよくある疾患であり、死亡率もある程度高く予後はよくな

いということを伝えたかったです。文字のフォントを試行錯誤するのに苦労しました。



15

塗り薬ではないアトピー性皮膚炎の新しい治療

小児科

今回ポスターのテーマに選んだアトピー性皮膚炎は、この数年で新しい薬が多数登場するなど治療面での

進歩が著しい疾患です。アトピー性皮膚炎への発症早期からの治療介入が、その他のアレルギー疾患の予

防につながることもあり今回作成させてもらいました。



感染対策キャンプ場！

ICT・感染防止対策室

16

感染対策について興味を持っていただけるよう、すごろく形式でポスターを作ってみました。

楽しく眺めていただけたのなら嬉しいです。

感染は、広げないことが何より大事です。みんなで協力して取り組みましょう。

チーム活動他
部門

優 秀 賞



2024年度よりヘリポートが開設し、みなさんに知ってもらいたいと思い作成しました。ヘリコプターを

立体的に作成するのは難しかったですが、細部までこだわって作りました。多くの人にみていただけると

嬉しいです！

ヘリポートについて

地域救命救急センター外来

17

看護部門

優 秀 賞



膵がんを早期に見つけるために
～ＨiPEACEプロジェクト～

消化器内科

18

地域の方々に当科の診療内容について一部ですがご紹介することができました。わかりやすい内容にまと

めることに苦労しましたが、たくさんの方々に見ていただけてとても光栄でした。



苦痛を緩め和らげるチームです。

緩和ケアチーム

19

緩和ケアチームは、患者さんやご家族が抱える苦痛の緩和を目指して、多職種が連携して活動しています。

患者さんができる限り安心して過ごすことができる環境を整え、個人のニーズに応じたケアを提供するこ

とに努めています。



耳鳴について

耳鼻咽喉科

20

耳鳴について理解を深めていただきたく作成しました。



SNSの普及に伴い患者さんから「ネットでみたんだけどこれって本当？」と質問をいただく機会が増えま

した。SNSの情報だけに流されないでほしいという気持ちを込めて、誰もが耳にしたことのあるがんにま

つわるウワサを調べてみました。

○○すると、○○食べると、がんになるって
ほんま？？

外来化学療法室

21

最優秀賞最優秀賞最優秀賞



ケアマネジャーのお仕事

居宅介護支援事業所

22

介護保険について、よくわからないという声をよく聞くので、基本的にケアマネジャーが何ができるかと

いう役割を展示しました。



新たに導入されたMRIの新機能について

画像診断部

23

これまでの1.5T MRIから3.0TMRIに変更されたことによる画質の良化や使用可能となった撮像技術に関

して、皆様にお伝えしたくポスターを作成しました。患者様には自分が受ける検査がどういうものなのか

を知っていただく目的もあり、MRIとはどんなものであるのか、ということもポスターに記載しました。

苦労した点は、誰にでもわかりやすい画像を探すことでした。



ポスターを作ることで、肺癌の治療について再確認することができ自分の勉強にもなりました。実際の画

像を使用することでわかりやすいポスター作りを心がけました。

肺がんの手術ってどんな手術？

呼吸器外科

24

医局部門

優 秀 賞



外科におけるロボット手術

外科

25

外科における最新手術である、ロボット支援下の手術を多くの患者様に知っていただこうと作成しました。



脂質はいいヤツ？わるいヤツ？
～見直そう脂質クオリティ～

栄養科

26

脂質をテーマに、脂肪酸別の性質や動脈硬化予防を目的とした選び方のポイントをまとめました。伝え方

や見せ方に苦心しましたが、担当者だけでなく管理栄養士全員で協力し、仕上げることができました。



憩室ってなに？憩室について知ろう！

西7階病棟

27

今回のポスター展を通して、憩室出血や憩室炎の原因や治療、予防方法を再確認することができました。

誰が見ても分かりやすくするために、言葉選びを考えたり写真を入れたりイラストを使って工夫しました。



寝たきり、ベッドサイドの口腔ケアの実際

歯科口腔外科

28

今回要介護者への口腔ケアの現状や実際にどう行われているか、どのようなグッズを使えばよいのか知っ

てもらうためにポスターを作成しましたが、なかなかそういった方のご親族にむけて実際の現場へのイ

メージをしてもらうための情報集めが難しかったです。



歪みに要注意！！

眼科

29

令和6年4月より眼科は医師2名とも変わり新体制となりました。網膜の浮腫の治療に力を入れるようにな

り、以前は手術室で行っていた注射治療を新しく外来にベッドと顕微鏡を設置し外来で簡単に行えるよう

になりました。



手術の痛みってがまんしないといけないの？？

麻酔科

30

術後の疼痛との向き合い方について患者様自身にも知っていただければなと思い作成しました。他部署の

作品はとても親しみやすいものが多くて、もう少し文字を大きくしたらよかっただろうか、文字数がもう

少しすくなくてもよかっただろうかなど参考になることが多かったです。



予防しよう いつのまにか骨折

南7階病棟

31

私たちは骨疽粗鬆症の予防についてわかりやすく知ってもらいたいという思いでポスターを作成しました。

イラストを多く使用し、見やすいようなレイアウトを工夫しました。



あなたの足、大丈夫？
～下肢閉塞性動脈硬化症～

心臓血管外科

32

今回初めてポスターを作成させていただきました。下肢閉塞性動脈硬化症について、症状がある患者さん

が一人でも多く早く自分で気づいて、受診できればいいなという思いがあります。ポスター作成において

は、次回はもっと色や写真を使いたいなと思います。



知ってますか？COPD！

西8階病棟

33

今回のポスター展を通して私たちは禁煙を推奨することを目指しました。ポスターに注目してもらえるよ

うに非喫煙者の肺と喫煙者の肺の状態をフェルトを用いて立体的に表現しました。



健康診断の結果でよく指摘される脂肪肝について分かりやすくまとめました。

ポスターを通じて、脂肪肝を放置せず、積極的な生活習慣などの改善につながればと思い作成しました。

ようこそ検査室ワールドへ Part14
～あなたの肝臓は大丈夫？？～

臨床研究検査科

34

コメディカル
部門

優 秀 賞



自分の人生、自分で決めませんか？

地域救命救急センター病棟

35

急性期では突然に決断を迫られることがあります。このポスターを見て、アドバンスケアプランニングに

ついて、患者さん本人・家族さんが話し合うきっかけになれたら嬉しいです。



産後の身体の仕組みについて

南4階病棟

36

お母さん達に産後の状態について少しでも興味を持ってもらえるように作成しました。お母さんが産後不

安にならないような表現で説明したりイラストを付けたり工夫しました。ポスターを作ることで自分たち

も産後の状態について再度確認ができたので良い機会になりました。



両側性小脳出血に対して
内視鏡下血腫除去を施行した１症例

脳神経外科

37

当院では新しく始めた内視鏡による頭蓋内血腫除去術について広く認知してもらう目的でポスターを作成

した。学会発表とは異なり医療従事者だけでなく、一般の方にも理解してもらえるように簡潔にわかりや

すい言葉で記述することに注力しました。



健診結果そのままにしていませんか？
～大腸編～

内視鏡センター

38

癌死亡率上位の大腸がんであること、子育てや仕事など忙しくて検診結果を放置してなかなか受診できな

い方へ向けて、わかりやすいように今回は初の試みで漫画風に表現してみました。



糖尿病患者さんにとってよりよい生活を送るための『味方となる新しい機器』、痛みを伴わず10～14日

間連続してグルコース値が測定できるＣＧＭ（持続血糖測定器）を多くの方に知っていただきたいと作成

しました。

指に針を刺さなくても血糖値が測れるって本当？
持続血糖測定器(CGM)って何？

糖尿病センター糖尿病療養相談室

39

優 秀 賞優 秀 賞優 秀 賞
看護部門



密着！！血液透析患者さんの生活
～透析のある暮らし～

人工透析室

40

血液透析の治療をはじめたらどのような生活になるのか、ご自身の生活に照らし合わせてイメージできる

よう作成しました。ちょっとした疑問をクイズにして、参加型のポスターをつくりました。



生活習慣気をつけてますか？

健康管理センター

41

健康管理センターの事務職でポスター作成は初めてで、一人で作成しないといけなかったのでわからない

ことばかりで大変でしたが、一人でも多くの方に健康寿命を伸ばしてほしいという思いで作成しました。



昨年6月より、新たに3部屋の血管造影室が運用となりました。それぞれの部屋で行われている治療の違い

など、血管造影室のについて皆さんに知っていただけるきっかけになっていると嬉しいです。

新・血管造影室

中央検査処置室

42

ラッキー
賞



シン産婦人科

産婦人科

43

新棟にお引っ越ししてきれいな病棟と外来をみんなに知っていただこうと思い作成しました。分娩数の増

加に貢献できたら幸いです。



多職種連携で腎臓を守ろう！

腎臓内科

44

腎臓病の進行抑制には多面的なアプローチが必要であり、それを患者さんにお伝えしたかったです。ぱっ

と見たときにわかりやすいように作成しました。



PICSという言葉を知ってください

ICU

45

テーマにしたPICSは、地域の方だけでなく医療者にも知られていない内容です。ICUに入室される患者さ

んやご家族だけでなく、院内のICUに携わる方々に広く知ってもらいたいと考えて作成しました。



なぜ手術の次の日から
動かないといけないの？

南6階病棟
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術後の早期離床の重要性について少しでも伝えることができたなら良かったと思います。作成をしていく

中で誰にでも理解をしてもらえるような書き方にしていくことが大変だったと感じました。



生きるを支える訪問看護
～あなたの笑顔を応援します～

訪問看護ステーション
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在宅療養の様子を紹介することにより、看護の実際を知ってもらいたいと思いました。腎瘻やストーマ等

医療処置を要する場合でも、訪問看護師や他職種が連携して、利用者と家族の意思を尊重しながら在宅療

養できることを伝えたかったです。



編 集 後 記

令和6年度第15回ふれあいポスター展が開催されました。

このポスター展は、当院で各診療科が精力的に実施している最新医学や、病棟や検査室あるいはチーム医療と

して日々地道に取り組んでいる医療など、この地域の住民の健康と命を支えるために行っている医療をポスター

という形式で表現し、情報共有することを目的としたものです。ポスターは、視覚的に情報を整理して提供でき

るため、伝えたいメッセージを分かりやすく表現できる優れたコミュニケーションツールです。発表者は自身の

芸術性や創造性をポスター作製時に存分に発揮でき、見る者を楽しませる要素を随所に表現できます。

今年度の応募総数は45作品（医局部門13作品、看護部門20作品、コメディカル部門9作品、チーム活動他部門

3作品）に上りました。どの作品も作成者の創意工夫が光っており、その伝えたいメッセージが凝集しておりま

した。来院された患者様やご家族の関心を大いに引きつけ、外来受診や面会などの合間にじっくりと作品を鑑賞

したことと思います。

来年度も、「ポスターを作り、明日のJA広島総合病院を創る」活動に御協力の程よろしくお願いいたします。

最後になりましたが、ふれあいポスター展のために昼夜を問わず尽力していただいたアカデミック委員会をはじ

めとした関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

アカデミッ ク 委員 会
委員⾧ 濱本正樹

ア カ デ ミ ッ ク 委 員 会 委 員

川上 多聞 溝岡 雅文 杉山 陽一 佐藤 澄香 中島 恵子 本山 貴志

瀬尾 憲由 福岡 達仁 髙田 愛 上村 真由美 本間 智明 丹下 博紀

上村 浩司 和田 大佑 森下 空青羽
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